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—1950 年代の活動を中心に—
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はじめに

本稿では今年設立 140 周年を迎える東亜伝道会1）の歴史の一部に関する、
しかも暫定的な考察を試みるが、これは東ドイツ出身の筆者の自分史につい
て学ぶ機会でもある（本稿で使用する組織名略記に関しては注 1 を参照）。
筆者は立教大学に着任する直前の 5 年間、日本における東亜伝道会の活動
の延長線上にある富坂キリスト教センターでエキュメニカル・コーワーカー
として働いていた。筆者のように「自由ドイツ青年団から宣教地へ」（“Von 
der FDJ in die Mission”）2）と向かう「東ドイツの青年」は少なく社会主義国
家における「対外宣教」（äußere Mission）の可能性とその具体的な歴史に
ついて筆者もこれまであまり考えてこなかった。本稿ではまさにこのテーマ
に目を向けたい。

筆者の派遣期間中に、富坂キリスト教センターと、明治期に遡る東亜伝
道会の日本におけるその他の財産のすべてが、海外の母体団体から独立し
た財団法人基督教イースト・エイジャ・ミッション（1949 年設立、略：
CEAM）に引き渡され、同財団は公益財団法人として認可されるに至った。
それをもって近代西洋の帝国主義的文脈の中で形成された東亜伝道会は、日
本における活動に関する一切の決定権を CEAM にゆだね、それによって両
者の間に初めて対等なパートナーシップを結ぶことが可能になった。筆者は
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通訳・翻訳などの働きを通して、この東亜伝道会および CEAM の歴史的転
換の一助となるべく尽力した。同時期にドイツ東亜伝道会の所属団体である
西南ドイツ福音主義宣教局（EMS）（注 1 を参照）もその組織を改め、世界
中の「パートナー」（元「被宣教教会」）に「メンバー」と同等のステータス
を与え、ポストコロニアルな姿勢と連帯に特徴づけられた宣教の在り方を充
実させた（Sonntag 2009）。筆者はこうした動きを念頭に、資本主義的帝国
主義に対抗することをモットーにしていた社会主義国家のドイツ民主共和国

（東ドイツ）における東亜伝道の実態を、資料で確認したいと考えるように
なった。

1.　東亜伝道会の歴史とその日本における活動に関する先行研究

富坂キリスト教センターは、その成立の背景にある（ドイツ）東亜伝道
会の歴史を追究する研究会を立ち上げて、日本におけるドイツ宣教史に関
する論文集を出している（日本におけるドイツ宣教史研究会編 2010）。ま
たそれに先立って堀光男は、いくつかの関連論文（堀 1968, 1976, 1978, 
1982, 1987）と私家版の一冊（堀 2000）を発表した。さらに、日本にお
けるドイツ宣教史研究会の研究主事を務めた水谷誠による先行論文もあ
る（水谷 1985）。その他の日本語文献には、東亜伝道会による「日本的キ
リスト教」理解の分析（関岡 1985）や、東亜伝道会のスイス人宣教師と無
教会創始者の内村鑑三（1961–1930）とその継承者たち、とりわけ塚本虎
二（1885–1973）との交流に注目する中沢洽樹（1915–1997）の研究があり

（中沢 1995）、また最初に来日した宣教師シュピンナーの日記邦訳を題材と
して海老名弾正（1856–1937）などへの思想的影響とその歴史的帰結を追究
する論文がある（寺園 2020、ドイツ語版も同誌に含まれている）。近年は関
西における活動が注目されている（林 2023）。

これらの研究は東亜伝道会に様々な観点から着目しているが、特に以下の
五つの課題に注目してきたと言えよう。
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1） 成立当初とその後の東亜伝道会宣教師の神学的・宗教学的背景と宣
教方針

2） （「新神学」とよばれた）自由主義神学の日本における受容史とその
延長線上にある教育と福祉活動の歴史

3） 北米の宣教師から強い影響を受けていた日本人キリスト教徒がドイ
ツ（およびスイス）人宣教師から見習った国家主義（「積極的キリ
スト教」を含む）

4） それに対抗する思想とされるカール・バルト（Karl Barth、1886–
1968）の神学とナチス時代ドイツにおける告白教会（Bekennende 
Kirche）に関する事情の伝達史

5） 「日本のキリスト教にとってドイツの伝道は何であったか」（堀 
2000, 143）という全般的な位置づけ

一方、ドイツ語で発表された東亜伝道会研究としては、元エッセン大学
教授の宗教教育学者ヘーヨ・エルケ・ハーマー（Heyo Erke Hamer、1931–
2020）3）の 633 頁に及ぶ大作（Hamer 2002）がある。同書は、東亜伝道会
設立当初（AEPM 時代）のシュピンナーの日記を基盤に日本における活動
に見られる政治と宣教の交差性に注目しているが、その第 1 部（シュピン
ナーの日記）が同書の出版に先立って日本語版として出版された（ハーマー
編 1998）。その他、東亜伝道会設立記念行事としてその歴史を振り返る論文
集（Hahn ed. 1984 など）と同書に含まれている中国における活動史を修正
する論文がある（Raddatz-Breidbach 2018）。

不思議なことに、東亜伝道会の歴史に焦点を当てる英語の研究文献は存在
しない。自由主義神学導入との関連で日本キリスト教史を扱う文献にはシュ
ピンナーの名が登場するが、東亜伝道会の活動を、日本宣教を独占していた
北米宣教団体のそれと比較しようとする研究も見当たらず、東亜伝道会の歴
史全般に関する研究はまだ不十分であると言わざるを得ない。

しかし、東ドイツにおける東亜伝道会の歴史は、東亜伝道会関係者によっ
ても4）、その他研究者によっても一切注目されてこなかった。東西ドイツの
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再統一後、東ドイツにおけるキリスト教界の歩み、とりわけ諸教会および神
学校と国家の関係および国家保安省（Ministerium für Staatssicherheit、略：
MfS、Stasi とも言う）による統制に関する研究が次第に盛んになったが

（Winter 2001; Lepp 2005a, 2005b, 2009, 2022; Dähn 2002; Schröter 2010; 
Mau 2011）、その文脈における宣教団体の活動に関する研究は現在も極めて
少なく（Schlegel 1990, 2009; Richter 2009, 210–323, 2016）、ドイツ東亜伝
道会（DOAM）に焦点を当てた研究は存在しない。このことから本稿では
DOAM の東ドイツ部門に焦点を当てることにした。

DOAM の代表者たちは 1951 年 2 月 23 日にワイマールで東ドイツ部
門について審議し、既存の友の会と州会（Landesverband）は―その法
的性格を問わず―EKU のベルリン・ブランデンブルク州教会、ザクセ
ン州教会の基礎規程および VELK テューリンゲン州教会対外宣教局の基
礎規程創設指示（1950 年 7 月 31 日付け）に基づいて「教会の生活表現
および構成要因」（Lebensäußerungen und Bestandteile der Kirche）であ
ると定めた。この時から各州教会において DOAM の東ドイツ部門の世
話人（Obmann）を選出し、また彼らの中から東ドイツ部門全体を公式
に代表する会長（Senior）を選出するという仕組みとなった。それとは
別に東ドイツ部門の 3 州会は、対外宣教をめぐる説教、講演会や教育講
座をもって州教会各地の企画、宣教協議会（Missionskonferenz）、牧師
養成プログラム（Pfarrkonvent）や教会キャンプなどで奉仕する宣教監事

（Missionsinspektor）を共に雇い、その人件費を分かち合うこととした。さ
らには州教会のすべての会員が東亜伝道会の東ドイツ部門に参与できること
を理由に、会員名簿を作成しないと決めた5）。

このように再確立された東ドイツ部門は、1952 年にそれぞれの州教会に
問い合わせ、今後それらの教会から集める対外宣教向けの募金配当について
交渉を始め、とりわけ小規模の宣教団体への配慮を求めた。そして、下記
に触れる存続の危機を 1953 年に経験するが、翌年「東亜伝道会の事業は続
く」ことを報告し、その活動を紹介する企画を積極的に宣伝して、協力の
依頼を重ねていった（ヘンケルよりノルトハウゼン監督宛、1954 年 8 月 31
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日）。以下の 3. に紹介する資料は、各州教会における DOAM の東ドイツ部
門の世話人や東ドイツ部門会長などが残したものである（長めに引用する場
合、原文を注で提示する）。

2.　東ドイツという文脈における教会と宣教団体

ドイツの歴史家クリストフ・クレスマンは 1980 年代以降、敗戦後東西ド
イツの歴史を「不均斉に絡み合ったパラレル・ヒストリー」（asymmetrisch 
verflochtene Parallelgeschichte）と呼ばれるアプローチで描き出し始めた。
そして、プロテスタント教会の歩みに注目することは、そうした歴史を把
握するのに役立つと指摘した（Kleßmann 1993, 36）。クレスマンによれ
ば、東西のプロテスタント教会は、個別の国家形成にもかかわらず、1969
年、つまりドイツ民主共和国福音主義教会同盟（Bund der Evangelischen 
Kirchen in der DDR、略：BEK または Bund）の結成まで組織的な統一を
維持し、その後も密接な交流を続けてきたので、分析に値すると言う。クレ
スマンの歴史記述と彼のアプローチを継承する歴史研究は「分離中の統一」
を見出し、東西ドイツの国民が同様の課題に取り組んだことを強調する「統
合された戦後史」（integrierte Nachkriegsgeschichte）を提示しようとする

（Weber 2020）。
一方、クレスマンの指摘に従って東西ドイツのプロテスタント戦後史を研

究しているドイツ現代史の専門家クラウディア・レップは、東西ドイツに見
られる共通性を認めるものの、異なる政治的発展に伴って次第に相違点が増
えてきたと指摘している。レップは次のように述べる。

〔東西ドイツの〕プロテスタント教会は様々な共通点を持っていたにも
かかわらず、1945 年以降、次第に相離れていく二つの文脈に置かれて
いたことを常に考慮しなければならない。西で〔教会〕は、社会的市場
経済と益々多元的になる社会をもつ自由民主主義的憲法体制の法治国
家の中で活動したが、東で〔教会〕は、独裁支配の下に益々「徹底的に
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統制される社会」の中で働いていた。両方の文脈は、教会とキリスト教
徒の間に、それぞれの政治的、社会的および文化的発展への必然的な
適応のプロセスと、その結果として生じた相互の疎外感をもたらした。

（Lepp 2015, 17）

東西ドイツそれぞれの文脈のこうした記述に関しては議論の余地はある
が、東ドイツにおけるキリスト教会に関する研究は 1990 年代から活発に進
められているにもかかわらず、その意義に関する教会側の研究者の評価も、
一般の現代史、政治学、社会学や神学などの専門家の評価も依然として分か
れている。東ドイツにおけるプロテスタンティズムの歴史を、アイデンティ
ティ喪失をもたらす適応の歩みと見る者もいれば、それをアイデンティティ
を維持した「批判的参与」（kritische Partizipation）の歩みと捉える者もい
る（Dähn 2002, 204）。

しかし、東ドイツにおけるキリスト教会に関する豊富な研究とは対照的
に、宣教団体に注目したドイツ語の研究文献は僅かで、日本語のものは一
切ない。1982 年から 1994 年までライプツィヒ宣教会（Leipziger Mission、
略：LM）の会長を務めたヨアッヒム・シュレーゲル（Joachim Schlegel、
1929–2020）によると、ドイツ民主共和国の成立後に再開された宣教団体
の活躍が盛んになり、1955 年頃6）まではアジア、アフリカ、南米への医師、
看護師と牧師の派遣が可能であった。しかし、1950 年代の半ばから政府は
宣教団体の「修道服を着た帝国主義」（Kolonialismus unter der Kutte）を
強く批判し始め、宣教師の派遣は完全禁止に至り、それは 30 年もの間続い
た。同時に東西ドイツの対立が深まり、国境を越えた宣教団体の活動が困難
になって、西ドイツに本部を持つ宣教団体も西側とのつながりを次第に失っ
ていく（Schlegel 1990, 37; 2009, 4）。

ベルリン宣教会（Berliner Mission）は東ヨーロッパ諸国との連携を強
めるため、東ベルリンに教会一致・宣教センター（Ökumenisch-Missiona-
risches Zentrum、略：ÖMZ）を設立し、これが合同福音主義教会（EKU）
とモラヴィア兄弟団（Herrnhuter Brüdergemeine）の共同施設として運営
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されるようになった。また西ドイツのハンブルクに本部を持つドイツ福音
主義宣教協議会（Deutscher Evangelischer Missionsrat、略：DEMR）とそ
の継承団体であるドイツ福音主義宣教局（Evangelisches Missionswerk in 
Deutschland、略：EMW）との縁が切れたため、1969 年に福音主義宣教団
体ワーキング・グループ（Arbeitsgemeinschaft Evangelischer Missionen、
略：AGEM）が結成された。AGEM の中では州教会系宣教委員会、自由教
会系宣教団体そして独立している宣教団体が協力し、年に一度の大会で東
ドイツにおける相互のつながりを強化してきた。西ドイツとの組織的つな
がりは失われたものの、ドイツ福音主義宣教局（EMW）、そして世界中の
元「宣教地」の代表者はベルリンで開催されるこの大会に参加し続けてきた

（Schlegel 1990, 38; 2009, 6）。さらに言えば、東ドイツの州教会および宣教
団体の代表者は、一般市民に与えられていなかった旅の自由をある程度持っ
ており、「旅行許可ある幹部」（Reisekader）として西ドイツやその他の資
本主義国家に出入りすることができた。1980 年代にそれらの活動は、ドイ
ツ民主共和国福音主義教会同盟（BEK）に配置された対外宣教を担うワー
キング・グループの結成につながり、その中では人材を海外に派遣する場
合、宣教団体ではなく州教会が派遣主体となるべきとの共通認識が固まった

（Schlegel 1990, 39; 2009, 6）。
このような状況において、対外宣教を主旨とする宣教団体や、モラヴィア

兄弟団または福音主義的自由教会などのように、対外宣教を軸に信徒共同体
のアイデンティティを形成してきた教派などは、苦労しながら「宣教」の意
味を再構築していった。宣教師養成の目的で創立された施設は、国内任務の
牧師を養成する神学校へと再編成されたが7）、それに対する宣教団体の財政
的支援が国家当局に疑問視されるようになったため、工夫が必要であった。
また「宣教」を目的とした募金活動および国外への寄付送金も禁止になっ
た。だが、ライプツィヒ宣教会（LM）による代行的寄付送金8）などの例が
示すように、それぞれの宣教団体は創造的な解決策を打ち出しながら、可能
な限り国外のプロジェクトを支援し続け、また東ドイツから宣教師を派遣で
きなくても9）、州教会において以前の「宣教地」における現地教会の発展に
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関する情報共有と啓発に努めた。1980 年代の半ばにはようやく開発事業に
専念する医療「宣教師」の派遣が可能になるが、その背景には 1984 年の宣
教基本方針の改訂10）があった（Schlegel 1990, 2009）。

 ドイツ現代史の専門家であるヘドウィグ・リヒターは上記の動きをモラ
ヴィア兄弟団の歩みに見出しているが（Richter 2009, 210–323; 2016）、モ
ラヴィア兄弟団というよりも、むしろ世界教会協議会（World Council of 
Churches、略：WCC）11）が示した新しい宣教方針に従うことを東ドイツの
州教会が選んだと指摘する。WCC は他者の説得（改宗）ではなく、「他者
のために存在する教会」の在り方を「宣教する教会共同体」（missionarische 
Gemeinde）の中核とし、社会に開かれた教会を求めていたと言う（Richter 
2009, 321）。また、対外宣教を進めているか否かによって教会の性格が変
わってくることに着目し、モラヴィア兄弟団について次のように結論づけて
いる。

ヘルンフート〔に形成されたモラヴィア〕兄弟団は、その歴史において
宣教を進めていた頃には、市民社会的な活動を一層活発に進め、活気
をもって〔一般社会を〕包括するよう努力する姿を示していた、例えば
18 世紀の海外宣教や 19 世紀における〔ドイツ人〕ディアスポラの地域
でプロテスタント信徒を世話した時のように。〔しかし〕宣教の推進力
が弱かった頃には、〔ドイツ〕各所の教会共同体も閉鎖的で排他的な姿
であった。（Richter 2009, 323）

リヒターの指摘を考慮すれば、新しい政治体制の下でまずは既存の体制維
持12）を優先した東ドイツの州教会の視野は益々狭くなったが、そうした中
で DOAM の東ドイツ部門やその他の宣教団体は（WCC と並んで）、州教
会の指導者と一般信徒の視野を再度広げる役割を果たしたようである。宣教
団体の活動とは、何よりも州教会における対外宣教への認識形成

4 4 4 4

を目指す活
動だった、とシュレーゲルは言うが（Schlegel 1990, 38; 2009, 5）、対外宣
教に関する情報共有は、東ドイツのプロテスタント信徒にとって自分の信仰
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の「グローバル性」を認識し、自分の信仰を他国の状況と照らし合わせなが
ら再考するきっかけとなったと考えられる。

3.　資料に見る DOAM の東ドイツ部門の活動

本稿の残りでは、DOAM の東ドイツ部門に由来する資料について簡単に
説明したうえで、その一部を取り上げながら、東ドイツ部門の具体的な活動
に注目する。そして東ドイツ部門が西ドイツ部門にどのような影響を与えよ
うとしたかを考えたうえで、今後の研究課題を明らかにする。

3.1.　関連資料の保存状態
DOAM の西ドイツ部門が西南ドイツ福音主義宣教局（EMS）に統合され

たことを受けて、その資料は、1977 年に結ばれた契約に基づき、現プファ
ルツ福音主義教会中央アーカイブ（Zentralarchiv der Evangelischen Kirche 
der Pfalz、当時は Landeskirchliches Archiv）に所蔵されることになった。
同アーカイブは、現時点で 1826 年から 2000 年までの DOAM 資料を 572
登録項目に分けて特別コレクションとして保存している（全長は約 17.5
メートル）。それらの資料は整理されて資料目録（Findbuch）に登録され、
デジタル化された形である程度オンライン閲覧が可能である13）。当初それに
含まれていた絵葉書・写真やガラス・スライドは別項目に移動され、美術史
や文化人類学の観点から研究されることが多い。西ドイツ部門の資料に加え
て、西南ドイツ福音主義宣教局（EMS）内 DOAM 部門、スイス東亜伝道
会（SOAM）と DOAM の東ドイツ部門の資料、そして関係者個人の遺品
がここで保管されている。東ドイツ部門の資料は、180.03 番の下、1950 年
から 1989 年まで合計 3.60 メートルほどあり、未整理

4 4 4

のまま 13 個のアーカ
イブ箱に保存されている。

筆者は 2023 年 7 月に数日間同アーカイブを訪問して東ドイツ部門の資
料を調査し、娘アントーニア・ユキコの協力を得て 13 箱の内、第 1 箱から
第 4 箱までの中身をデジタル化してきたが、時間が限られていたためその
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他の箱にある資料を確認できなかった14）。また 4 箱に含まれている資料は約
5000 点と多いが、それは資料全体のおよそ 3 分の 1 に過ぎない。これらの
資料は主に州教会における世話人、DOAM の東ドイツ部門会長や関係者な
どによる通信の原本、そのカーボン・コピー、タイプライターによる複写、
電報、はがき、派遣地からの活動報告から構成されており、その一部のみが
年代順に並べられている。また複写された資料の殆どでは、発信者の氏名が
省略されており、発信場所で判断するしかない。こうした事情と、また資料
整理の途中であることから、本稿における考察は極めて暫定的なものであ
る。

3.2.　1950 年代におけるDOAMの東ドイツ部門の活動、関係者と財政
それでは、DOAM の東ドイツ部門の資料に目を向けて、まずは 1950 年

代の活動の様子を確認しよう。当初、東亜伝道会は日本の他に中国と韓国で
も活躍していたが、筆者が見た資料の限りでは、東ドイツ部門は日本のみに
目を向けていた。そして、シュレーゲルが指摘した通り、1955 年を境目に、
それ以前に東ドイツでは対外宣教に向けた活動が活発化していたが、それ以
降は衰退する。この状況は、1951 年から東ドイツ部門の会長を務めた K. ヘ
ンケル監督（Superintendent K. Henckel、1890– 没年不詳）15）の手紙からも
読みとれる。

ヘンケルは 1954 年 4 月 30 日に、テューリンゲン州教会における DOAM
の 世 話 人 を 務 め た フ リ ツ・ ギ ュ ン タ ー・ シ ュ ト ラ コ タ（Fritz-Günter 
Strachotta、1913– 没年不詳）牧師に宛てた手紙の中で、東ドイツで活躍す
る 7 つの宣教団体による、ベルリンで開催された会議での活動報告に触れ
ており、「私たちがすでに 30〔人〕の派遣を実行できたこと、またベルリン

〔宣教会〕が初めて女性宣教師を派遣しようとすることは、やはり驚くべき
ことである。私も 5 月から自分の教会で女性牧師を同僚に持つことになり、
楽しみにしている」16）と述べている。ヘンケルはここで宣教師派遣の活気だ
けでなく、宣教師にも牧師にも女性が加わっていくことに注目する。それは
彼を刺激したようで、ヘンケルが翌年から「日本への奉

ディアコニッセ

仕 女派遣」を夢見、
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準備活動に入っていくきっかけとなった。この点については改めて後述する
が、まずは募金と啓蒙の活動の様子を確認したい。

同じヘンケルは 1955 年 12 月 19 日に、ベルリン・リヒテンベルクの教
会で働きながら DOAM の東ドイツ部門宣教監事を務めたエルンスト・ロー
デ（Ernst Rohde、1909–1980）牧師に宛てた手紙の中で、一年間の活動
と募金額を報告する。それによると、テューリンゲン州会とザクセン州会
は同年に 3 回ほど集まり、共に 1 泊 2 日のプログラムを実施し、またハン
ブルクでの DOAM 全大会に参加した。ヘンケル自身はハレの近くにある
スィーチュ（Sietzsch）、ゲルリッツ、そしてライヘンバッハで説教し講演
した。そして日本学者で 1953 年まで宣教監事を務めていたギュンター・
スーダウ（Günter Sudau、1907– 没年不詳）博士、デッサウ部会のオスワ
ルト・レネケ（Oswald Roenneke、1929–1957）17）牧師、そして F. ブルー
メ（F. Blume、生没年不明）牧師と共にザンゲルハウゼンで地域の宣教フェ
スティヴァル（Kreismissionsfest）の主催を担ったが、スーダウとレネケは
各自の講演会活動をしていたと言う。そして同年の会計報告によると東ドイ
ツ部門の残高は 10 月 7 日にはおよそ 10.000 マルク以上（“über 10 Mille”）
であった。そこには、州教会でキリスト昇天祭18）の礼拝中に集められた献
金（ベルリン・ブランデンブルクより 1.121,06 マルク、シレジア教会より
444,43 マルク、ザクセン教区より 1.814,10 マルク）と、上記の活動中に得
られた献金（ザンゲルハウゼンで 460 マルク、ゲルリッツで 133 マルク）
も含まれていた（ヘンケルよりローデ宛、1955 年 12 月 19 日）。

スーダウは 1953 年 7 月に DOAM 東ドイツ部門の宣教監事を辞任する
が、同年 1 月から 6 月までの活動報告書によると、「宣教礼拝」を 15 回、

「教会での礼拝」を 7 回、「宣教をテーマとした子供礼拝」を 5 回、「教会で
の宣教講演」を 24 回、「キャンプや研修会における宣教礼拝」を 6 回、「聖
書研究」を 3 回、「青年向けの宣教時間」を 19 回担当し（史料②を参照）、
非常に活発に活動していた。ちなみに 1955 年の DOAM 全大会の案内を受
けた東ドイツ部門も関係者は以下の 9 人であり、会長のヘンケルを加える
と、この時期の東ドイツ部門の代表者は 10 人で、全員が聖職者であったこ
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とが分かる。

Pfarrer Blume, Dessau
Pfarrer Dr. Sudau, Weimar, Cranachstr. 7a
Pfarrer Rönnecke, Halle, Damaschkestr. 100
Pfarrer Lic. Strachotta, Wesmar, Post Rassnitz Bez. Halle
Pfarrer Krüger, Merseburg, Mälterstr. 20
Pfarrer Plesske, Neukirchen Krs. Merseburg
Pfarrer Grätz, Görlitz, Paul Taubadelstr. 5
Pfarrer Rhode, Magdeburg, Brüderstr. 1
Pfarrer Schott, Magdeburg, Gutenbergstr. 2

（ヘンケルによる案内状、1955 年 4 月 20 日）

ヘンケルはさらに元シレジア福音主義教会の総会議長エーリッヒ・シュル
ツェ（Erich Schultze、生没年不詳）が執筆した『シレジアにおける DOAM
史』に言及し、翌年の計画に触れながら「テューリンゲン、ザクセン、シレ
ジアとブランデンブルクは密接なつながりを維持しているが、ポンメルンの
方から今まで一切返事なかった」19）と述べる。つまりこの時点では東ドイツ
部門の活動には地域間の温度差があったことになる。ヘンケルはさらに「シ
レジアはかつて私たちの冠の真珠」20）であったと述べる。ヘンケルは同年に
65 才となったことをきっかけに、会長の責任を次世代（できればシュトラ
コッタ）に委ねたいとの意向も表している（ヘンケルよりローデ宛、1955
年 12 月 19 日）。

ここでは DOAM の東ドイツ部門の財政に関する情報があるが、残高の
使用目的に関する記述はない。しかし先行する手紙の中でヘンケルは何度
か具体的な金額を示しながら、「日本への奉仕女派遣」の提案に触れてい
る。1955 年 10 月 19 日にゲルリッツの福音主義教会役員会（Evangelisches 
Konsistorium）に送った手紙の中でヘンケルは、上記の 444,43 マルクの
献金に対して感謝を表し、「それは東亜伝道会への外貨配当だけでなく、宣
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教地での社会奉仕的な活動のためにドイツ民主共和国で〔実施されるべ
き〕人材養成をも助けてくれるだろう」21）と言う。また 1955 年 9 月 5 日
に ザ ク セ ン 教 区 福 音 主 義 教 会 役 員 会（Evangelisches Konsistorium der 
Kirchenprovinz Sachsen）に送った手紙の中でヘンケルは、上記の 1.814,10
マルクの献金に対して感謝を表し、「それは私たちの日本における働きへの
外貨配当〔金額〕の引き上げだけでなく、東京での事業計画の準備をも助け
るだろう」22）と述べる。この手紙の中ではさらに、（1955 年 7 月 29 日に通
知される）テューリンゲン州教会から届いた 2.737,89 マルクの献金が報告
されている。一方、ヘンケルが 1955 年 11 月 25 日にベルリン・ブランデン
ブルク福音主義教会役員に宛てた礼状では、外貨配当には言及がなく、「私
たちは、日本における奉仕女事業のために姉妹を養成することで宣教地に仕
える予定である。〔いただいた〕献金配当金は、この課題を心配なく解決で
きるための重要な助けである」23）と述べられている。

ここで言及されている 2.737,89 マルクの献金は、テューリンゲン州合同
福音ルター派教会（VELK）に所属する教会でキリスト昇天祭の礼拝中に対
外宣教のために集めた献金の 5 分の 1 であったが、残りの 5 分の 4 は LM
に委ねられた。DOAM の東ドイツ部門は 1955 年 1 月 9 日にも、テューリ
ンゲン州教会から 1.798,69 マルクの献金を受け取っていたが（ヘンケルよ
り VELK テューリンゲン州教会協議会宛、1955 年 5 月 13 日）、テューリン
ゲン州では毎年この時期の献金の一部を受けとったようで、その配当割合を
見ると、テューリンゲン州 VELK にとって LM が DOAM よりも重要な事
業であったことも分かる。またクルト・グレツ（Kurt Graetz、1897– 没年
不詳）によるとシレジア福音主義教会とも似た約束が達成されており、8 月
の宣教献金の 4 分の 1 が DOAM の東ドイツ部門に配当されていた。そして
その 4 分の 3 がベルリン宣教会に配当されることとなり、ここでも後者が
優先されていた（グレツよりヘンケル宛、1955 年 2 月 1 日）。しかしヘン
ケルは、このように豊富に与えられる献金を鑑みて、「ドイツ民主共和国に
おける教会共同体の宣教への愛を、忠実と勤勉をもって養い続けるための励
ましである」24）と考えた（ヘンケルより VELK テューリンゲン州教会協議
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会宛、1955 年 8 月 22 日）。
これらの募金活動では、以下の募金依頼が使用された（ヘンケルよりシレ

ジア福音主義教会役員会宛、1955 年 5 月 4 日）。

ドイツ民主共和国における
東亜伝道会会長

献金推薦状

東亜伝道会は 70 年前から地震と台風の国において活動している。3 年
前に夫婦の宣教師を東京に派遣し、彼らは日本人牧師と共に、殆どのプ
ロテスタント教派の合同教会である日本基督教団の富坂教会で、たいへ
ん祝福された活動を進めることができている。各宣教団体はその伝統と
働き方に規定されている個別の方針に従っているが、教会一致の精神は
現在日本で活躍している約 40 人のドイツ人宣教労働者の密接な連携と
活発な意見交換において常に感じられるものである。日本の奉仕女事業
の創設という新しい課題への取り組みが始まったばかりである今こそ、
そうした協調が特に重要である。近代以降一世紀に亘る宣教活動にもか
かわらず、日本人の 0,5% 弱しかキリスト教に属していない。扉が開か
れている間に、また私たちが「こっちに来て、私たちを助けてほしい」
と頼まれている間に、求められる助けが与えられるように郷国〔東ドイ
ツ〕の教会にとりなしと献金をお願いできる。

 監督 25）

この献金推薦状は、日本を自然災害にさらされている、また信仰面で未開
の国と描きながら、宣教は現地人から依頼される場合にのみ、また超教派的
な協力関係の下で行われるべきであり、なおかつその条件がじっさいに満た
されていることを強調する。さらに言えば、後述する奉仕女事業にも触れて
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いる。
先に取り上げたローデへの年間報告は、ゲルリッツとライヘンバッハでの

説教・講演に触れていたが、ここでそのプログラムの詳細を確認しよう。こ
の企画の準備作業は同年の 2 月に始まり（グレツよりヘンケル宛、1955 年
2 月 19 日）、「私たちの事業のためにも、やはり年に一度大きな OAM 企画
があった方がよい」26）と、グレツはゲルリッツで述べている（グレツよりヘ
ンケル宛、1955 年 4 月 20 日）。日程と場所に関する打ち合わせ内容は以下
の通りであった（グレツよりヘンケル宛、1955 年 9 月 4 日）。

9 月 17 日（土） 20:00 ～： ゲルリッツ市内、宣教をテーマとした教
会懇親会

9 月 18 日（日） 9:30 ～： ゲルリッツのキリスト教会（Christus-
kirche）での宣教礼拝

 15:30 ～： D. ホルニヒ（D. Hornig）司教との面会
 20:00 ～： ライヘンバッハ市内、宣教をテーマとし

た教会懇親会

そこで行われた講演の内容に関する事前打ち合わせの中で、ヘンケルは以
下の題目を提案した（ヘンケルよりグレツ宛、1955 年 8 月 3 日）。

1.「日本の国内宣教―奉仕女事業の成立」 
2.「今日の日の出づる国におけるキリストの使信」27）

ここで「奉仕女事業の設立」とあるものは、スーダウが 1955 年 1 月 25
日にヘンケルに送った手紙では「日本で最初の奉仕女たちによる母の家の成
立」（vom Werden des ersten japanischen Diakonissenmutterhauses）と表記
された。また 4 月の手紙では題目提案の順序が逆であり、よりドラマチッ
クな表現が使用されている（ヘンケルよりグレツ宛、1955 年 4 月 18 日）。
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1. 今日の日の出づる国におけるキリストの使信、または 2. 火山性土壌
上の国内宣教（奉仕女事業の成立）のテーマに賛成できるか。28）

最終的に、グレツは「今日の日本におけるキリストの使信」の講演をヘン
ケルに依頼し、ヘンケルが徐々に強調するようになった奉仕女事業に関す
る情報より日本宣教全般に関する情報の提供を優先した（グレツよりヘン
ケル宛、1955 年 4 月 23 日）29）。上に選択肢として挙げられている講演内容
は、その他の場所で開催された講演会にも提案された。例えば、ヘンケルが
1955 年 3 月 18 日にホルスト・ニチュケ（Horst Nitschke、生没年不詳）博
士に宛てた手紙には以下のようにある30）。

「火山性土壌上の国内宣教」（奉仕女事業の設立）。
「日の出づる国におけるキリストの使信」またはスライドありで―
Film Osto のスライド・ロールフィルム―「他者の眼で」（アジアと
アフリカにおけるキリスト教美術）。31）

さらなるヴァリエーションを示すと、スーダウが 1955 年 8 月 4 日にロー
コール（Rohkohl、生没年不詳）監督に宛てた手紙の中で、ザンゲルハウゼ
ンでの宣教フェスティヴァルのプログラムに関して以下の講演が提案され
る。

「愛なき日本におけるキリスト教的な愛の奉仕」または、言い換えた方
がよければ、「火山性土壌上の宣教」。32）

それと並んでカラー・スライドを使用した講演も可能であると述べて、そ
の題目は「神仏の国におけるキリスト」（“Christus im Lande der Götter und 
Buddhas”）とされる（史料①も参照）。そして同所で引き続き開催された牧
師研修会での講演に関して以下のように述べている。
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研修会では二つの可能性がある。一方で私は、「今日の日本における宣
教奉仕の可能性と困難！」と題して日本の現状報告をできるが、あるい
はより宗教学・教義学的なテーマ〔として〕「日本の宗教とキリスト教
信仰」〔の講演も可能〕。しかし重複もあるので、後者については、スラ
イドの講演がない場合にのみ話す。（スーダウよりローコール宛、1955
年 8 月 4 日）33）

以上のように題した講演活動をもって「日本」という「宣教地」に関する
情報が伝播されたが、それによって DOAM の東ドイツ部門が同時に特定の

「日本」観を広げたことは言うまでもない。講演の題目はその実際の内容を
十分反映していないのだが、題目のみで言えば、日本は「異教」（神道と仏
教）の国であり、その社会は愛を欠いているため、「宣教」が必要とされる。
しかし、講演の内容そのものは、必ずしも講演者自身のオリジナルなもので
はなく、他者による講演も部分的に再利用された。その一方、上述した献金
推薦状の中でヘンケルは、日本のキリスト教人口が全人口の 0,5% 以下であ
ることにも触れており、また 1955 年 6 月まで DOAM 全体の会長を務めた
ウィルヘルム・ソイフェルト（Wilhelm Seufert、1885–1974）博士が、講
演中に朗誦した賀川豊彦（1888–1960）の詩に感銘を受けたことを述べてい
る（ヘンケルよりソイフェルト宛、1955 年 7 月 1 日）。これらのことから
賀川の社会事業が知られており、日本における奉仕女事業が注目されたこと
が分かる。

DOAM の東ドイツ部門は以上のように州教会との連携を強める活動を
しながら、他の宣教団体との連携にも力を注いだ。ヘンケルは、毎年春
にブランデンブルク州教会宣教会議の大会に合わせて、ベルリンで開催
されるベルリン宣教会の宣教師研修会での講演を続けた（ヘンケルより
ニチュケ宛、1955 年 3 月 18 日）。またベルリン宣教会とゴスナー宣教会

（Goßnersche Mission）の施設で 1955 年 6 月 6 日から 10 日まで開催され
た実践神学研修会に関する資料も遺されており、それを見ると、ローデが

「日本における宣教事業」（“Missionsarbeit in Japan”）について講演したこ
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とが分かる。その他の講演には、「国内宣教に対する対外宣教〔団体〕の責
任」（“Die volksmissionarische Verantwortung der Äußeren Mission”）、「世
界宣教に対する説教者の責任」（“Die weltmissionarische Verantwortung des 
Predigtamtes”）や「女性宣教をめぐる焦眉の問題―それは私たちにどう
関係するのか」（“Brennende Fragen der Frauenmission—Was gehen sie uns 
an?”）と題したものがあった。つまり、対外宣教と国内宣教の相互関連性
が強調され、その中で女性による女性のための宣教が重要な課題の一つとさ
れていたのである。

3.3.　「日本への奉仕女派遣」企画の行方―理念より現実か
上に触れた「日本への奉仕女派遣」の計画は、こうした状況においてどの

ような意義を持っていたのだろうか。ここでは、結局実現することのなかっ
た東ドイツ部門のこの計画に関連する情報を整理することによって、この計
画が頓挫した経緯について見てみよう。

活動の継続に踏み切った東ドイツ部門は、1954 年 10 月頃、すでに東京の
富坂で活動していたハーラルド・エーラー（Harald Oehler、1913–1980）34）

の協力者を派遣しようとする。当初、ヘンケルはシュトラコタの提案に沿っ
てケルン出身のワルター・ビーネルト（Walter Bienert、1909–1994）博士
を推薦していた（ヘンケルよりソイフェルト宛、1954 年 10 月 28 日）。し
かし、翌年の 2 月に DOAM の東ドイツ部門の会計担当ヘンシェルへの返答
において次のように述べる。

姉妹の養成というご提案は非常に気に入っている。この計画の実現に向
けて喜んで全力を尽くしたい。それはどう見ても―適切な人間が見つ
かれば―私たちにとって魅力的な課題であろう。（ヘンケルよりヘン
シェル宛、1955 年 2 月 5 日）35）

そしてその 5 日後にゲルリッツのグレツに、早速次のように打診する。
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〔…〕場合によってはライプツィヒ宣教会の家で、日本のために姉妹を
養成することで、私たちが宣教地のために何か積極的なことをなせるか
どうかについて相談したい。あなたはどう思うか。（ヘンケルよりグレ
ツ宛、1955 年 2 月 10 日）36）

グレツは―それに先立って電話で話を聞いたかもしれない―この提案
に対して、すでに「嬉しい賛成」を表した（グレツよりヘンケル宛、1955
年 2 月 6 日）。そして 2 月 19 日にローデに送った手紙の中でヘンケルは、
先日の宣教会議の理事会会議で「日本への奉仕女派遣」という「およその提
案」を提示したことを報告し、ローデにソイフェルトへの打診を依頼する。
またその際、こうした提案が DOAM の東西ドイツ部門が共にゲッティンゲ
ンで議決した学生（および知識人）への宣教を優先する方針に逆らっている
かどうかを尋ねてほしいと言う。ヘンケルは、LM のセミナーで養成が可能
ではないかと述べて、8 カ月から 1 年までの期間で提供されている養成プロ
グラムには「時々女性も参加する」と言う（ヘンケルよりローデ宛、1955
年 2 月 19 日）。この「ゲッティンゲン方針」はグレツ宛の手紙でも言及さ
れる（ヘンケルよりグレツ宛、1955 年 3 月 9 日）。また宣教会議の会長ア
ルノ・レーマン（Arno Lehmann、1901–1984）は、姉妹の養成そのものに
貢献することができなくても、その装備を財政的に支援したいという意思を
表す（ヘンケルよりレネケ宛、1955 年 3 月 11 日）。

これらの通信を見ると、ヘンケルが「日本への奉仕女派遣」の計画をかな
り積極的に進めていたことが分かる。彼は、それが DOAM 全体の活動方針
と矛盾したとしても意義ある計画だと確信しており、周りの人々を説得しよ
うとする。5 月 10 日にローデに送った手紙の中でヘンケルは、ザクセンと
テューリンゲンの DOAM 代表者はこの計画を積極的に進めることを決めた
と報告する。そしてこの計画を DOAM 全体の理事会に訴える際、学生宣教
のみならず、東ドイツにおける経験に基づいて農村宣教の重要性も訴えるべ
きだと述べている（ヘンケルよりローデ宛、1955 年 5 月 10 日）。その数か
月後にヘンケルは、派遣すべき女性がマグデブルク周辺で見つかる可能性に
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触れるが（ヘンケルよりローコール宛、1955 年 11 月 26 日）、その翌年に
なっても見つからない。そればかりか、理由は不明ながら、東京に派遣ずみ
のエーラーは「日本への奉仕女派遣」の案に反対しているという情報が届く

（ヘンケルよりシュトラコタ宛、1956 年 2 月 22 日）。
そうした状況において 1956 年 3 月 27 日に、テューリンゲン州 VELK の

州教会協議会から DOAM の東ドイツ部門に宛てて、同年 9 月からイェーナ
大学で神学を学びたいという中国人留学生を支援してもらえないかという問
い合わせが入る（史料③を参照）。テューリンゲン州教会における DOAM
の世話人を務めたルードルフ・ネンニンガー（Rudolf Nenninger、生没年不
詳）監督の報告を受けたヘンケルは大変喜び、「ついに私たちのお金を―
しかも宣教の視点で言えば完全に合法的な形で―また新中国〔1949 年後
の共産主義国家〕出身の学生に使う」ことであるなら、「見てみよう―私
たちはこれから人気者になり、祝われるだろう」とまで述べる（ヘンケルよ
りネンニンガー宛、1956 年 4 月 5 日）37）。ヘンケルは DOAM の東ドイツ部
門関係者にこの依頼の受け入れを報告し、必要な予算を調査し始める（ヘン
ケルよりヘンシェル宛、1956 年 4 月 6 日およびヘンケルよりシュトラコタ
宛、1956 年 4 月 19 日）。学生支援に必要な費用は、10 か月当たり少なくと
も 1.500 マルクとされ、全額を DOAM の東ドイツ部門の会計から出せると
判断するが（ネンニンガーよりヘンケル宛、1956 年 4 月 18 日）、テューリ
ンゲン州 VELK による国家当局との交渉結果を待つようになる。そして同
年の 9 月に、この計画はやはり実現しないようだが、DOAM の東ドイツ部
門の会計残高は益々増えてしまっている様子が報告される（ヘンシェルより
ヘンケル宛、1956 年 9 月）。このように新しい計画も予定通り進まず、彼ら
は困っていた。

しかし、同年の夏に第 72 回 DOAM 全大会がデュッセルドルフで開催さ
れ、それに参加したヘンケルは西ドイツ部門が新規宣教師の派遣を準備し
ていることを知り、DOAM は敗戦後の停滞状況から脱皮しつつあると言う

（ヘンケルよりシュトラコタ宛、1956 年 7 月 19 日）。この派遣計画の人材
選出は西ドイツ部門によるものであったが、選ばれたアルフレード・シュ
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ミット（Alfred Schmidt、生没年不詳）監督は、ブランデンブルク州のシュ
プレムベルク（Spremberg）に生まれており、当時は 1951 年に設置された
東ベルリンにおける福音主義アカデミーの所長を務めていた。シュミットは
日本に向かう時、東ドイツから出国して 1957 年 11 月に来日し、東京でク
リスチャン・アカデミーの設立に着手し、1961 年の財団法人日本クリスチャ
ン・アカデミーの設立に向けて活躍したが、1959 年まで西ドイツのバート・
ボル福音主義アカデミーとの協力の下で DOAM 宣教師として働いた。

DOAM の東ドイツ部門はシュミットの東ドイツからの出国費を直接負担
すれば、これまで蓄積してきた予算を実際の活動に投資できること、その際
外貨への為替は不要との利点を取りあげて、同氏の派遣を支援することとし
た（ヘンケルよりヘンシェル宛、1957 年 1 月 21 日）。

以上の流れを見ると、DOAM の東ドイツ部門は、1950 年代には DOAM
のそれまでの伝統を疑い、貧困層への奉仕、女性の派遣、農村伝道や社会主
義国家における神学生支援といった新しい方向性の「宣教」を模索していた
が、それは経済環境の縛り（外貨配当）、人材不足と国家当局より課される
制限のため実現しなかった。その結果、東ドイツ部門は、西ドイツ部門の派
遣決定に賛同したが、シュミットのアカデミー事業は、東亜伝道会の伝統的
な宣教対象であった学生、知識人、指導的立場にある社会人の男性たちに向
けた活動であった。またサブリーナ・ホッペが指摘しているように、アカデ
ミー事業の指導者は、反共産主義者であり、自分たちのキリスト教信仰を、
東ドイツの政治体制とその中で模索されてきた「キリスト教社会主義」とは
対極にあるものと捉えた（Hoppe 2019, 188）。つまり上に述べた様々な困
難のゆえに、DOAM の東ドイツ部門は、自身の活動が否定されかねない文
脈で活躍する人材の派遣を応援することになった。しかし、DOAM の東ド
イツ部門関係者はそれに気づかなかったかもしれない。

この点に関してはさらなる研究が必要だが、ヘンケルの手紙には、1945
年の「シュトゥットガルト罪責宣言」（Stuttgarter Schulderklärung）の発行
に関わったマルティン・ニーメラー（Martin Niemöller、1892–1984）の演
説に対する批判38）が残されており、またシュトラコタは、反共産主義を唱
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えたエミール・ブルンナー（Emil Brunner、1889–1966）に対する批判にも
言及している（ヘンケルよりウィルヘルム・ゴットシック宛、1956 年 4 月
23 日）。しかし DOAM の東ドイツ部門関係者の政治的見解や西ドイツにお
けるプロテスタント教会全般の動きに対する評価などに関する分析は、以下
の点と共に今後の研究課題とせざるを得ない。

4.　今後の課題

本稿では、1950 年代における DOAM の東ドイツ部門の活動実態に注目
してみたが、検証した資料が限られているため、ここでは暫定的な解釈しか
提示できない。デジタル化の途中で目を通した 1960 年代の資料では「日本
へのパイプ」（Japan Kanal）の重要性が強調されており、特に 1967 年の宗
教改革 450 周年記念行事（Ringhausen 2013 を参照）との関連で東ドイツ
部門と日本のキリスト教徒との交流が活発になったようである。しかしその
翌年に起こった「プラハの春」は DOAM の東ドイツ部門にも影響を与えた
だろう。こうした重要な歴史的出来事との関連で、またレップが指摘してい
るように、東西ドイツ「それぞれの政治的、社会的および文化的発展への必
然的な適応のプロセス」（Lepp 2015, 17）において次第に相互の疎外感が生
じたと考えられるが、その詳細な分析は今後の研究課題としたい。
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史料①　1952年 4月 17日、ゲルリツで開催された講演会の案内



74

史料② -a　スーダウの活動報告書（1953年 1月～ 6月）



75

プファルツ福音主義教会中央アーカイブ所蔵資料に見る
東亜伝道会の東ドイツ部門に関する一考察

史料② -b　スーダウの活動報告書（1953年 1月～ 6月）
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史料③　中国人留学生支援の依頼文（テューリンゲン州VELKの州教会協議会よ
りDOAMの東ドイツ部門宛、1956年 3月 27日）
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注
1） 本団体は 1884 年にドイツのワイマールで普及福音新教伝道会（Allgemeiner 

Evangelisch-Protestantischer Missionsverein、 略：AEPM） と し て ド イ ツ 人 と
スイス人によって結成され、翌年にハインリッヒ・ウィルフリート・シュピン
ナ ー（Heinrich Wilfrid Spinner、1854–1918） を 日 本 に 派 遣 す る こ と で 東 ア ジ
アにおける宣教活動を開始した。1918 年からはドイツ部会とスイス部会に加え
て、エルザス部会が開設された。また 1929 年に AEPM のドイツ部会は東亜伝道
会（Ostasienmission、略：OAM）として再出発し、その名は 1946 年に公式に離
別したスイス東亜伝道会（Schweizerische Ostasienmission、略：SOAM、1948 年
設立）とドイツ東亜伝道会（Deutsche Ostasienmission、略：DOAM、1952 年設
立）によって現在まで継承されている。その後両団体は日本で活動の領域を区別し、
SOAM は京都、DOAM は東京（富坂）で活躍した。DOAM はまた西ドイツ部門と
東ドイツ部門を形成していくが、戦後プロテスタント教会の宣教方針改訂の結果、西
ドイツ部門は 1972 年に西南ドイツ福音主義宣教局（Evangelisches Missionswerk in 
Südwestdeutschland、 略：EMS、2012 年 に Evangelische Mission in Solidarität に
改名）に加盟し、EMS メンバーとして活動しながら、独自の活動を続けている。西
ドイツ部門のベルリン支部（Berliner Zweig）はさらに 1974 年にベルリン宣教局

（Berliner Missionswerk、略：BMW）の成立に関わった。DOAM の西ドイツ部門の
これら宣教局への統合に関する条約に関しては Hahn ed.（1984, 240–247）を参照。
しかし戦後東ドイツでは、元の DOAM が友の会（Freundeskreis）という設立当初
の形で活動を継続しながら、合同福音主義教会（Evangelische Kirche der Union、
略：EKU）と（ドイツ民主共和国）合同福音ルター派教会（Vereinigte Evangelisch-
Lutherische Kirche、略：VELK）の州教会の中に置かれた。1992 年以降、DOAM
の東ドイツ部門は西ドイツ部門および EMS との交流を再開した。東亜伝道会の歴史

（成立・改名年）とその継承団体の名称（スペリング、調略など）に関しては、研究
文献においても東亜伝道会のウェブサイトにおいても、部分的に矛盾する情報が挙げ
られている。本稿では Hamer（2002）を基盤としており、また設立当初から現在ま
での諸団体の総称として「東亜伝道会」を使用する。本稿におけるドイツ語文献・資
料の翻訳はすべて筆者による。

2） 筆者の「宣教」活動を報告した記事はこのように題されている（Sonntag 2010）。
3） ハーマーは 1961 年から 1963 年まで東京で、また 1963 年から 1967 年まで福岡で

DOAM の宣教師として活躍したが、1985 年に SOAM の媒介によってシュピンナー
の遺品とそれらに含まれていた日記類に出会った。

4） ハルトムート・アルブルシャトによる 1 頁弱の言及しか見当たらない（Albruschat 
1984, 124）。

5） この会議に関する情報は、2000 年 1 月 29 日に元ザクセン州会の世話人マルティ
ン・キオク（Martin Kiock、1928–2020）が当時の DOAM 会長パウル・シュナイ
ス（Paul Schneiss、1933–2022）に宛てた手紙による（https://www.doam.org/ueber-
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uns/in-memoriam/5170-in-memoriam-kiock-martin-1928-2020、2023 年 10 月 29 日
閲覧）。

6） 1953 年、東ドイツ政府は大きな危機に直面し、6 月 17 日の労働者騒乱が提起した課
題に応えるために、強引な社会主義建設の方針を改めると同時に、体制を引き締め
て、騒乱関係者に厳しい処罰を下した。この中で設置された MfS は教会に対する監
視も強めていく。

7） 1951 年から 1961 年までの間、東ドイツの人口の 6 分の 1 が西ドイツに移民し、
様々な分野における専門職不足の状況が悪化した。その結果生じた州教会の聖職者不
足の対策として、聖職者（聖職者養成中の者を含む）の西ドイツから東ドイツへの移
民が推進された（Lepp 2015, 11–13）。このような状況では、国外に派遣する宣教師
の養成というよりは、州教会の聖職者養成が急務とされた。

8） 1964 年に LM は社団法人の登録に成功し、その後毎年、LM とは法的関係のない
ライプツィヒの神学校（Theologisches Seminar）に 500.000 マルクを振り込むよう
になり、東ドイツにおける VELK の州教会を支援し始めた。それを受けてハノー
ファーに本部を置いた西ドイツの VELKD は相当の金額を対外宣教に当てることに
した（Schlegel 2009, 6）。

9） 1955 年から違法行為となったのだが、ベルリンの壁の建設（1961 年）まで、宣教師
が西ドイツ経由で派遣されるケースがあった（Schlegel 2009, 4; Richter 2009, 317）。

10） LM の主導下で「宣教・正義・パートナーシップ―ドイツ民主共和国における福音
主義教会のエキュメニカル・ミッション再考の着眼点」（“Mission — Gerechtigkeit 
— Partnerschaft: Gesichtspunkte zur Neubesinnung auf den ökumenisch-missionari-
schen Auftrag der evangelischen Kirchen in der DDR”）と題したガイドラインがまと
められ、政府に提出、そして承認されるに至った（Schlegel 2009, 7）。

11） 東ドイツのキリスト教会は 1963 年まで西ドイツに本部を持つドイツ・キリスト教会
ワーキング・グループ（Arbeitsgemeinschaft Christlicher Kirchen in Deutschland、
略：ACK）のメンバーとして WCC の会議に参加していたが、1970 年にドイツ
民主共和国におけるキリスト教会ワーキング・グループ（Arbeitsgemeinschaft 
Christlicher Kirchen in der DDR、略：AGCK）が設置され、西ドイツの ACK から
独立した組織として WCC に関わるようになった。

12） 宣教団体の一部は州教会の中に置かれながらも、組織的にそれらと「統合」される
には至らなかった。それは、国家による―1950 年代から強化され、1980 年代に
は緩和された―監視政策に対抗するための決断であった、とシュレーゲルは言う

（Schlegel 1990, 38）。
13） 同アーカイブの資料は、近年立ち上げられたドイツ植民地史関連のアーカイブ・ガ

イド（Archivführer zur deutschen Kolonialgeschichte、https://archivfuehrer-kolonial 
zeit.de）にも含まれており、資料目録は以下のリンク先で閲覧できる。https://www.
zentralarchiv-speyer.findbuch.net/php/main.php#3138302e30312e

14） 同アーカイブのアーキビストであるゲジーネ・パルツィヒ氏（Gesine Parzich）とク
リスティーネ・ラウアー氏（Christine Lauer）、また娘に、調査中に支援いただいた
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ことに対してここで感謝を表したい。
15） ヘンケルは 1926 年からブレスラウ（現：ヴロツワフ）に本部を持ったプロイセン王

国シュレジエン地方で結成された東亜伝道会のシレジア部会の会長を務めた。敗戦後
は、ポーランドの領土となった地域のプロテスタント教会との交流を継続し、定期
的にシレジア福音主義教会（Evangelische Kirche von Schlesien）から DOAM の東
ドイツ部門宛の献金を受け取った。1946 年にヘンケルはハレで任務し（詳細不詳）、
1951 年に DOAM の東ドイツ部門会長となり、その後ハレとライプツィヒの間にあ
るルッツェン（Lützen）で牧師を務めた。

16） “Es ist doch erstaunlich, dass wir insgesamt schon wieder 30 Aussendungen vorneh-
men konnten, und Berlin zum ersten Male eine Missionarin ausschicken will. Ich wer-
de ab Mai auch die Freude haben, eine Pfarrerin in meiner Gemeinde als Mitarbeiterin 
zu besitzen.”

17） レネケはザンゲルハウゼンで同時期に開催された牧師・教理教師研修会（Pfarr- und 
Katechetenkonvent）にも DOAM の東ドイツ部門の代表者が顔を出すべきと訴えて、
聖職者養成に関わる重要性を強調した（レネケよりヘンケル宛、1955 年 10 月 8 日）。

18） ヘンケルによると聖霊降臨祭の礼拝とあるが、DOAM の東ドイツ部門の会計担当を
務めていた W. ヘンシェル（W. Henschel、生没年不詳）によるとキリスト昇天祭の
礼拝だったという（ヘンシェルよりヘンケル宛、1955 年 10 月 7 日）。

19） “Jedenfalls steht Thüringen, Sachsen, Schlesien und Brandenburg in enger Tuchfüh-
lung miteinander. Pommern hat bisher nie reagiert.”

20） “Schlesien war einst eine Perle in unserer Krone.”
21） “Sie wird der OAM nicht nur helfen bei der Devisenzuteilung, sondern uns innerhalb 

der DDR auch zu einer geplanten Ausbildung für einen diakonischen Dienst auf dem 
Missionsfelde.” 外貨配当（Devisenzuteilung）の仕組みに関する詳細は現時点では不
明だが、東ドイツのマルクは国際市場で為替できない通貨であったため、国外への送
金には外貨が必要となり、特定の基準に基づいて東ドイツ当局に提供された。

22） “Kollektenanteil …, der uns helfen wird, nicht nur die Devisenzuteilung für unsere 
Japanarbeit zu erhöhen, sondern auch die Vorbereitung unseres Planes für die Arbeit 
in Tokio zu treffen.”

23） “Wir haben die Absicht insofern dem Missionsfelde zu dienen, als wir für die Diako-
nissenarbeit in Japan gern eine Schwester ausbilden lassen möchten. Es wird uns die-
ser Kollektenanteil wesentlich helfen, diese Aufgabe ohne besondere Sorge zu lösen.”

24） “Die Gabe soll uns ein Ansporn sein in Treue und Fleiss die Missionsliebe in den Ge-
meinden innerhalb der DDR zu pflegen.”

25） “Der Senior der Ostasienmission in der DDR 
 Kollektenempfehlung 
 Die Ostasienmission arbeitet schon seit 70 Jahren im Lande der Erdbeben und Tai-

fune. Sie hat vor 3 Jahren ein Missionsehepaar nach Tokio hinausgesandt, das mit 
viel Segen in der Tomizakagemeinde mit dem japanischen Pastor zusammen, in der 
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unierten Kirche Japans, dem Ky(o)dan, in dem die meisten protestantischen Denu-
minationen [sic] vereinigt sind, wirken kann. Geht auch jede Mission ihren beson-
deren Weg, der durch Tradition und Arbeitsweise bestimmt ist, so ist der Geist der 
Oekumene gerade in dem engen Verbundensein und dem regen Gedankenaustausch 
aller untereinander — der jetzt etwa 40 deutschen Missionsarbeitern [sic] in Japan — 
überall spürbar. Das Zusammenwirken ist heut besonders notwendig, wo im Aufbau 
der Japan. Diakonissenarbeit eine neue Aufgabe begonnen ist. Noch nicht 1/2% aller 
Japaner gehören, nach einem Jahrhundert der Missionsarbeit, in der Neuzeit zum 
Christentum. Solange die Tür geöffnet ist und wir gebeten sind: “Kommt herüber und 
helft uns”, dürfen wir die Gemeinden in der Heimat um Fürbitte und Opfer angehen, 
damit die Bitte um Hilfe erfüllt werden kann. 

 Superintendent”
26） “Eine große O.A.M.-Veranstaltung müßten wir schon im Jahr haben im Interesse der 

Arbeit…”
27） “1. ʻDie Innere Mission in Japan (vom Werden japanischer Diakonissenarbeit)ʼ 2. ʻDie 

Christusbotschaft heute im Lande der aufgehenden Sonneʼ”
28） “Wären Sie einverstanden mit dem Thema 1. Die Christusbotschaft heute im Lande 

der aufgehenden Sonne, oder 2. Innere Mission auf vulkanischem Boden (das Werden 
japanischer Diakonissenarbeit)?”

29） ヘンケルはハレで「火山灰土壌上の国内宣教」（奉仕女事業の成立）について講演を
した（ヘンケルよりグレツ宛、1955 年 2 月 10 日）。

30） ここで言及される「アジアにおけるキリスト教美術のスライド」は、すでに 1953
年にゲルリッツの教会で紹介されたため、上記の提案に含まれていない（グレツよ
りヘンケル宛、1955 年 4 年 20 日）。このスライド講演は、LM の卒業生で 1930 年
代にインドで宣教師として、またドレスデンでチャプレンとして活躍し、1950 年
にハレ大学神学部の宣教学講座の教授となったアルノ・レーマン（Arno Lehmann、
1901–1984） がまとめたもので、のちに書籍として出版され、その中で東亜伝道会に
由来する写真も使用された（グレツよりヘンケル宛、1955 年 2 月 1 日）。

31） “ʻInnere Mission auf vulkanischem Bodenʼ (Vom Werden japanischer Diakonissenar-
beit). ʻDie Christusbotschaft im Lande der aufgehenden Sonneʼ oder mit Lichtbildern 
— Film Osto Streifen — ʻMit anderen Augenʼ (Christliche Kunst in Asien und Afri-
ka).”

32） “ʻChristlicher Liebesdienst im lieblosen Japanʼ oder, wenn Sie es anders formuliert 
haben wollen: ʻMission auf vulkanischem Bodenʼ.”

33） “Für den Konvent beständen 2 Möglichkeiten. Einmal könnte ich einen Lagebericht 
über Japan geben, etwa unter dem Thema: ʻMöglichkeiten und Schwierigkeiten 
missionarischen Dienstes im heutigen Japan!ʼ oder aber ein mehr religionsgeschichtl.-
dogmatisches Thema ʻJapanische Religion und christlicher Glaubeʼ. Ueber letzteres 
würde ich aber nur dann sprechen, wenn wir den Lichtlbildervortrag [sic] nicht halten, 
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weil sich da mancherlei überschneidet.” 

34） エーラーはゲルリッツに生まれ、ロストック大学とハレ大学で神学を学んだが、
1951 年から東亜伝道会に雇われ、1952 年から 1966 年まで東京都文京区小石川 2 丁
目（富坂）で活躍しながら、東京・横浜のドイツ福音主義教会の牧師を兼務した。

35） “Ihr Vorschlag wegen der Ausbildung einer Schwester gefällt mir ausserordentlich. 
Ich will gern alles versuchen um den Plan zu verwirklichen. Jedenfalls wäre das für 
uns eine entzückende Aufgabe, wenn wir den passenden Menschen dazu finden.”

36） “Ich ︙ möchte ︙ die Frage besprechen, ob wir nicht versuchen, eine Schwester, viel-
leicht im Leipziger Missionshaus, für Japan ausbilden zu lassen, um auch so etwas 
Positives für unser Missionsfeld zu tun. Wie denken Sie darüber?”

37） “Offen gestanden, ich freue mich über dieses Angebot, endlich die Möglichkeit unser 
Geld anzuwenden, und zwar missionarisch in absoluter Legalität, und noch dazu ein 
Studiosus aus dem neuen China. Passen Sie auf, wir werden noch populär werden, 
gefeiert!”

38） ヘンケルは「ちなみに私たちは現在、世界観とその勢力との対決において極めて重要
な時期に入ったようだ。ニーメラーのような人々が十分熟考されていない演説をもっ
て明確な線引きを曖昧にしてしまそうなのは残念だが。それについてもワイマール
で打ち合わせできればと思う」（Im übrigen sind wir wohl gerade in ein ziemlich ent-
scheidendes Stadium in unseren Auseinandersetzungen mit der Weltanschauung und 
ihren Mächten eingetreten. Schade nur, dass Leute vom Typ Niemöller mit ihren un-
überlegten Reden die klare Linie zu verwischen drohen. Hoffen wir, in Weimar auch 
darüber uns aussprechen zu können.）と述べている（ヘンケルよりシュトラコタ宛、
1956 年 4 月 19 日）。
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